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薬事を想定した病名・症候管理の観点から見た電子カルテのデータ構成

病名送信

標準病名マスターから選択された病名リスト
コード管理され「開始日」「転帰日」の情報
を持つ。

退院時
サマリー
の[病名]

診療情報
提供書
の[病名]

電子カルテの
プロブレム
リスト

現時点では多くの電子カルテで
• コード管理をしていない
• フリーテキスト入力

レセプト

DPC

患者基本情報
既往歴薬剤禁忌情報

必ずしも禁忌
とは限らず、
薬を再度使わ
ないように
薬剤データは
コード管理
されている。

処方・注射オーダ

警告

経過記録

アラートとしての機能に注目しており、
薬剤の副作用の経過を記録する観点はない。

抗腫瘍薬などを頻用する科・病棟では、副作用情報を
正確に記録するために、「テンプレート（定型フォーム）」
もしくは、経過表に副作用入力項目を設定しているが、
施設によって運用は異なる。

構造化、コード化には、二次加工が必要

病名登録システム 文書管理システム
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